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楽天球場が「桑折町色」に染まった日―。

特
　集
東北楽天ゴールデンイーグルス「献上桃の郷」桑折町デー

広報

あ
た
た
か
い
支
え
に
感
謝

Interview

広報10月号に掲載 

佐竹才子さん、髙橋フミ子さん

コロナ禍の中、
笑顔いっぱいの写真に
元気が湧きました

広報3月号表紙に掲載

遠藤京子さん、椎
しい

南
な

ちゃん

表紙に選ばれ
さらに賞もいただき
貴重な思い出になりました

県広報コンクールで、「広報こおり」が二冠の快挙！
写真2部門で特選、広報紙部門で入選に選ばれました。
受賞号に掲載された皆さんからの喜びの声や
審査会での講評を紹介します。

福島県広報コンクール

つい手に取りたくなるような、笑顔があふれる紙面を心掛けています
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特集

広報

広報こおりのバックナンバーは、
新庁舎の町民ロビーや町ホーム
ページにて閲覧できます。

特集

広報
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　町のお知らせをいち早く町民の皆さんに
伝えるため、インターネットを使った動画
投稿サイト「YouTube」や各種SNSによ
る情報発信にも力を入れています。
　イベントの短編動画やコロナ禍に対する
緊急メッセージなどを随時発信しています
ので、ぜひご覧ください。

動画配信やSNS投稿も

町のお知らせを、もっと身近に

写真２部門で
２年連続特選受賞

Special Feature

特集 県広報コンクールで二冠！

Check YouTube Twitter

InstagramFacebook

　

第
66
回
県
市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
一
枚
写
真
・
組
み
写
真
の
2
部

門
で
、
昨
年
に
続
き
県
内
1
位
と
な
る
特

選
、
広
報
紙
町
村
の
部
で
入
選
を
受
賞
し

ま
し
た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
令
和
2
年

に
発
行
さ
れ
た
広
報
媒
体
（
42
市
町
村
97

点
）
を
対
象
に
実
施
。
特
選
作
品
は
、
県

代
表
と
し
て
、
日
本
広
報
協
会
主
催
の
全

国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
日
ご
ろ
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
、読
者
の
皆
さ
ん
に
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。「
今
月

の
表
紙
良
か
っ
た
よ
」「
毎
月
フ
ァ
イ
ル

に
綴つ

づ

っ
て
大
切
に
し
て
る
か
ら
ね
」
と
い

う
お
言
葉
、
発
行
後
に
届
く
励
ま
し
の
電

話
や
お
手
紙
。
皆
さ
ん
か
ら
の
大
き
な
支

え
の
お
か
げ
で
、
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
の
皆
さ
ん
の
頑
張
る

姿
や
思
い
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
、

桑
折
町
ら
し
い
温
か
い
広
報
紙
を
お
届
け

し
て
い
き
ま
す
。

ページいっぱいに弾ける笑顔と花の写真が広がり、思わ
ず「わぁ、素敵…」と声がもれてしまうくらい良い紙面
でした。バウンドテニスの仲間からも「いい写真だった
ね」と声をかけてもらえてうれしかったです。受賞が掲
載された新聞記事も大切に保管しています。

掲載号が発行された時は、支援センターのママ友や同級
生、親せきなど、多方面から反響がありました。撮影時、
娘が泣いて不安でしたが、無事に笑顔の写真が撮れて、
一生の記念になりました。広報こおりは子育て世代向け
のコーナーも多く、毎月楽しく読んでいます。

桑折エールプロジェクト

大輪の笑顔に元気が湧く
素晴らしい企画
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古民家ひな祭りでの
優しさに包まれる一枚

56

大
輪
の
笑
顔
咲
ク
。

敬
老
会
が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
。
そ
ん
な
声
か
ら
生
ま
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
ヘ
ル
ス
事
業
。

少
し
で
も
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
花
で
心
を
癒
し
て
ほ
し
い
―
―
と
、

敬
老
会
に
参
加
す
る
は
ず
だ
っ
た
75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
、
町
か
ら
お
祝
い
の
花
を
贈
り
ま
し
た
。

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
お
元
気
で
、
町
中
に
満
開
の
笑
顔
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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朝昼晩バランス良くしっ
かり食べて、大かや園に
通うこと。

菊池 千
ち え こ

繪子さん7

長生きの秘訣…何でしょ
う、いつの間にか歳を
とっていました（笑）

横山 節子さん8

人付き合いを大切にし
て、大らかにみんなと仲
良く過ごすこと。

長澤 久
きゅう

一
いち

さん9

旅行をすること。コロナ
が落ち着いたらまた旅行
できますように。

大野 俊子さん4

農作業をして体を動かし
たり、友達と集まって遊
んだりすること。

斉藤 栄子さん5

あまりくよくよしない
で、前向きに明るく笑顔
で過ごすこと。

南 エツ子さん6

追分サロンに参加してみ追分サロンに参加してみ
んなで歌うことと、趣味んなで歌うことと、趣味
の手芸。の手芸。

蓬田 アヤ子さん1

くよくよせずに明るく過くよくよせずに明るく過
ごして、健康のために体ごして、健康のために体
を動かすこと。を動かすこと。

畠山 叡叡
えいえい

子子
ここ

さん2

郷土史の研究や、自家栽郷土史の研究や、自家栽
培の野菜でジュースを培の野菜でジュースを
作って毎朝飲むこと。作って毎朝飲むこと。

猪俣 猪俣 好好
よしよし

已已
みみ

さんさん3

妻と息子と農作業をする
こと。モモやリンゴを育
てています。

片平 鐵
てつぞう

三さん15

親しい友人と出かけた
り、食事に行ったりする
こと。

佐藤 クニさん16

好き嫌いせず何でも食べ
ること。毎年欠かさず健
診を受けています。

髙原 榮
えい

三
ざぶろう

郎さん17

栄養バランスを考えて、
色とりどりの食材で料理
を作ること。

髙原 アサさん18

30年間続けている日本
舞踊。今はサロンで披露
させてもらっています。

大泉 シン子さん19

60歳から始めた押し花
とバウンドテニスが生き
がいです。

髙橋 フミ子さん10

バウンドテニスやいきい
き百歳体操、ウオーキン
グで体を動かすこと。

佐竹 才子さん11

体を動かすこと。伊達崎
公民館のいきいき百歳体
操に参加しています。

横尾 富子さん12

妻とウオーキングをする
ことと、野菜や山菜を育
てて食べること。

斉藤 洋
ひろ

雄
お

さん13

夫とドライブすること。
毎年恒例の旅行が楽しみ
のひとつです。

片平 孝子さん14

interview / 長生きの秘訣を聞きました
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あ
な
た
の
身そ

ば近
で
―
―

風評被害で言われた、「福島の食材なんて――」。
ただでさえ、高齢化や後継者不足に悩む農業従事者。
「もうやめっぺ」、震災を機に農業を諦めてしまう姿
もありました。そんな中、「ふるさとを守りたい」
と耕作放棄地の再生利用に向けて、そばを作り始め
た熱い男たちがいました。震災からまもなく10年。
そばが生んだつながりとは――。

つなぐ。特 集

（講評）広報紙を読んで、半田銀
山そば会の背景にあるストーリー
を詳しく知ることができた。文章
も読みやすい。写真がとても効果
的に使われている。表紙の写真の
表情、自然な、輝いている笑顔も
良い。ページをめくりたくなる。

手に取りたくなる表紙
そばの会の物語が広がる

（講評）コロナで中止になった敬
老会の代わりに企画した町の事業
を切り口に、20近くの人を1人1
人すごく丁寧に撮っている。人の
笑顔は簡単なようで難しい。笑っ
てくださいと言ってもぎこちなく
なったり、こちらが思っているほ
ど笑ってくれない。ほころぶ自然
な笑顔、コラージュのようなレイ
アウト、背景も含めて目を奪われ、
印象に残る組み写真。拡大コピー
して貼っておきたくなる。写真の
大きさにもう少し差を付けてもい
いかなという印象をもった。

（講評）文字がなくても、3月号
の表紙と一目で分かって良い。前
ボケや背景のボケ、ライティング
まで計算しているのが伝わり、工
夫して撮られた写真。白い服を着
た親子ふたりが、背景の赤を基調
とした色鮮やかなひな飾りに埋没
することなく、色合いがきれいに、
品よく柔らかくまとまっている。
文句のつけようがなく、優しさを
感じる一枚である。

�半田銀山そばの会の皆さんの10年
のあゆみと地域への思いを紹介

広
報
紙
（
町
村
の
部
）
入
選

一
枚
写
真
　
特
選

組
み
写
真
　
特
選
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